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　会員各位におかれましては、ますますのご健勝の

こととお喜び申し上げます。我らが東北工業大学に

おかれましても、一昨年に創立 50 周年を迎えられ、

ますますのご隆盛に感慨深いものがございます。

　また、当同窓会も、昨年めでたく創立 30 周年の節

目を迎えることができました。これは偏に、会員各

位の深いご理解と大いなるご協力そして大学御当局

をはじめとする関係各位の温かいご指導の賜物と、

同窓会役員一同を代表して心より感謝申しあげます。

　この創立 30 周年記念事業の一環として、初めて「同

窓生関東圏の集い」を開催し、岩崎理事長様（当時）

から、記念講演をいただき、懇親会も初めての開催

とは思えないほどに和気藹々としたものとなりまし

た。この関東圏の集いも定期的に開催していきたい

ものと思いましたし、また一つのネットワークが広

がったと実感させていただきました。

　当同窓会の活動方針である「新たなネットワーク

を目指して」と言うと、この間、新潟県、青森県並

びに北海道に支部を結成し、岩手県、秋田県および

福島県で毎年のように「同窓生の集い」を開催して

まいりました。さらに、いくつかの職域支部がござ

いますし、うれしいことに今年は宮城県内教職員支

部が発足いたしました。やっとネットワークが整い

つつあるという現状ではありますが、このネットワー

クをさらに太く強固なものとすることが同窓会の責

務の一つと自覚し、一層励んでまいる所存でありま

すので、皆様のご協力を宜しくお願い申しあげます。

　今年度の重点事業として、新卒業生の就職支援だ

けではなく、会員が何らかの都合で転職または就業

地の変更を余儀なくされていらっしゃる場合の、求

人マッチング情報の提供システムの構築があります。

これによって、一段と会員サービスが高まるのでは

ないかと思慮いたしております。

　さて、この 30 年間を振り返っての大いなる出来事

は、やはりあの忌まわしい東日本大震災でした。発

災から６年目に入った現在も復興道半ばといわざる

を得ない状況ですが、この復旧復興に際しましては

大学の社会貢献はもとより、多くの学生や同窓生も

献身的な活躍をなさってこられたことに心より敬意

を表します。研究よりも実践を旨としてきた我々工

大人の本領発揮といったところだと誇りに思ってお

るところであります。

　少子化によって入学者の減少が懸念されておりま

す昨今ではありますが、我々同窓生は自らの業務や

社会活動を通して大学の盛名を轟かせ、学生の確保

と卒業生の就職支援を行ってまいれますよう、今後

とものご協力の程よろしくお願い申し上げます。

　末文ではございますが、創立 50 周年を迎えた東北

工業大学の一層のご発展と皆様の益々のご活躍を祈

念いたし、工大人第 20 号の発刊の挨拶とさせていた

だきます。

東北工業大学同窓会　会長

1975年　土木工学科卒業（5回生・菊地研究室）
現　  在　株式会社 秋元技術コンサルタンツ  
　　　　　代表取締役
　　　　　土地家屋調査士 秋元俊通事務所
　　　　　所長

秋元　俊通（あきもと　としみち）

ごあいさつ

工大人第 20 号
発刊のご挨拶
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　このたび創立 50 周年の輝かしい歴史のある本学

の理事長に就任いたしました。まさに身の引き締ま

る思いがいたします。同窓生の皆様には、これまで

同様文字通り物心両面のご支援とご協力を心からお

願いいたします。

　さて、これまでご心配をおかけしておりました入

学者の定員確保が今年４月達成され、以前にもまし

てキャンパスには若者の活気が感じられます。これ

も岩崎前理事長・宮城前学長のもと同窓生はもとよ

り、全学一丸となった地道な努力がようやく実を結

んだといえましょう。今後も「創造から統合へ　―

仙台からの発信―」の旗のもと、伝統の上に日々新

しく発展を遂げるよう、全学を挙げて取り組んでま

いります。

　かつてベルグソンは、人間は本来「ホモ・ファー

ベル」であると規定しました。このラテン語は「耕

作人」とか「作る人」とか訳されますが、「つくる」

ということは「知る」「考える」とも異なる人間の

本性上の営みであり、創造活動であるとしています。

少子化を嘆く前に、本来備わっているはずの若者の

「ホモ・ファーベル」の本能のスイッチを、いかに

オンにできるかどうかが試されます。そのためには、

座して待つのではなく、啓発するためのありとあら

ゆる機会を作ることが肝要と思います。そう考えれ

ば、本学が対象とする若者の裾野は広く、まだまだ

未開拓、未来があるといえましょう。

　ところで写真の掛け軸は、本学高校第 2 代校長の

故宇野量介先生から頂いたものです。「心ゆことほ

ぐ我はわれをかこむ　いく人が中に光いでよ出で

む」八十之老量介書とあります。量介先生が八十の

ときに書かれたものですが、実に力強く堂々として、

直接間近に見てみるとその迫力と覇気が伝わってき

ます。同窓生の皆様お一人おひとりが「光いでよ　

出でむ」ことを、さらには量介先生にあやかって、

ますますお元気でご活躍されることを心から願って

います。

東北工業大学　理事長

1940年　仙台市生まれ
東北大学評議員、同大学院情報科学研究科長、
同情報処理教育センター長を経て２００３年
本学教授に着任。２０１０年退職後、本学参与、
学外理事、評議員、現在に至る。

樋口　龍雄（ひぐち　たつお）氏

ごあいさつ

同窓会の皆様へ
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　同窓会の組織力、そして同窓生の皆さまのひとり一人

の活動が本学の大きな支えになっております。東北工業

大学同窓会の皆さまには、本学の大きなご支援をいただ

いていることに対し、まずは厚くお礼申し上げます。また

東日本大震災の復興事業をはじめ、全国的な産業およ

び社会基盤の整備にご活躍されている同窓生の皆さまに

敬意を表します。

　本学はこれまで３万３千余の人材を輩出してきました。

建学の精神が示すように、東北地方から毎年 95％以上

が本学に入学し、卒業生の多くは、地域の活性化や産

業振興のために、震災復興はもとより、産業や人々の豊

かさに貢献する活動をしてきました。

　卒業生の方々は、どこの地域にも溶け込んで、外国

人やほかの地域の方とも協力して活動できる感性と人間

性を備えていると評価されていることを本学の誇りとしてい

ます。

　そのような評価は、まさしく同窓生の皆さまの業績に基

づいているわけですが、結果として大学も建学の精神や

教育理念および各方策などが社会的に評価されていると

認識しております。

　このような本学の半世紀の活動を紹介するブースとして

「東北工業大学史料センター」を2016 年７月に学内（八

木山キャンパス, 図書館内）に開設しました。これまでの

半世紀にどのような事業やイベントが実施され、どのような

方々が、どのような思いで、何をなされてきたか、それに

触れる資料を「史料センター」にまとめました。

　本学開学後の四半世紀は「昭和の後半」の時代で、

科学技術の発達とともに高度成長期があり、その流れに

のって着実に自立への道を進んできました。後の四半世

紀は「平成」とともに歩み、バブル経済後の不況で日本

でも「失われた 10 年」といわれた時代でしたが、しっか

りと地歩を固めてきました。

　温故知新　古きをたずねて新しきを知る。

　本学創設のルーツを明らかにする作業は半世紀を過ぎ

た 50 年目の 2014 年に「東北工業大学 50 年史」とし

てまとめられました。本学の建学の精神が、「我が国特

に東北地方の産業界において指導的役割を担う技術者

の養成」ということが確かめられました。本学のルーツを

たずねてみて本学の理念は、社会貢献する人材の育成

であるということがいっそう明確になり、また「創造から統

合へ　仙台からの発進」という大学のスローガンも理念

とその方向性を一つにし、これからの半世紀を示す指針

としても確認されたわけです。

　「史料センター」において、これまでのできごとや背景、

技術や業績、そしてそれを成し遂げた人に触れることで、

ここを訪れたすべての方に、新しい道が示されたり、特

に本学の学生そして卒業生の皆さまには、本学の意義、

その精神を改めて実感していただけるとうれしいと思いま

す。来学の折にはぜひお立ち寄りください。

　今後とも教職員がひとつになって教育、研究、そして

社会貢献という大学の使命を果たしてまいります。東北

工業大学同窓会の皆さまにはこれまで同様のご支援をお

願いします。

東北工業大学　学長

1971年 　工学部土木工学科卒業
1980年 　工学博士（東北大学）
1980年 　東北工業大学工学部土木工学科 講師
1995年 　同工学部土木工学科 教授
　　　　　（現都市マネジメント学科）
2008年 　同副学長
2016年 　同大学学長

今野　弘（こんの　ひろし）氏

ごあいさつ

これからの半世紀に向けて
―東北工業大学史料センターの開設

史料センターオープンセレモニー
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　新たな半世紀に踏み出した本学が改めて強化しな
ければならないことの一つが、同窓会の皆さまを主
とする社会との協働であります。
　皆さんは「学力の３要素」をご存じでしょうか？
これは文部科学省が定める学習指導要領に示された
①基礎的・基本的な知識・技能、②知識・技能を活
用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・
表現力等、そして③主体的かつ協調的に学習に取り
組む態度のことです。大学においても、この学力
の 3 要素をさらに伸ばすべく、大学教育改革と大学
入学者選抜改革が進められています（「高大接続シ
ステム改革」と呼びます）。大学教育改革としては、
各大学の建学の精神等に基づき①卒業認定・学位授
与の方針、②教育課程編成・実施の方針、そして③
入学者受け入れの方針を定め、これを体系的・組織
的に実施するとともに、自己点検・評価、大学外部
からの意見聴取や外部認証評価を踏まえて、継続的
に改善するという PDCA サイクルを構築し、そし
て実行することが求められています。
　本学ではこれら３つの方針に「学生指導の方針」
を加えた「AEGG ポリシー」を定め、取り組んで
います。ICT・IoT のインテリジェント化によって
現代の職業の約半数が今後 10 ～ 20 年内に無くなる
との予測があるような、不確実な激動の時代に社会
を担う若者が「より良き社会」を逞しく築いていけ
るように育んでいかねばなりません。特に、主体的
かつ協調的な学びの能力は、専任教員による様々な
演習・研修に加え、実業界、同窓会諸兄との実践的
活動（課題解決・社会ニーズ対応の産官民学協働）、
すなわち解答例のない課題への取り組み、新たな価
値を創造する取り組みを通じて、真に身に付けられ
ます。ここに、同窓会の皆さまのご支援を期待する
次第です。
　既にいくつかの取り組みが試行されております。
様々なご提案や大学教育へのご意見等々、忌憚なく
お寄せいただきたくお願い申し上げます。また協働
ではなく、皆さまご自身が専門をさらに深めて修士
号・博士号の学位取得を目指す大学院社会人入学の
制度もあります。こちらも是非、お問い合わせくだ
さい。

　同窓会の皆さまには、日頃から本学の教育研究活
動に対しまして多大なご協力、ご支援をいただいて
おり、心よりお礼申し上げます。
　さて、すでにご承知の通り、前学長の宮城光信先
生の任期満了に伴い、この４月から、本学の第９代
学長として今野弘先生が就任いたしました。今野先
生は本学土木工学科の卒業生であります。本学は２
年前の 2014 年に創立 50 周年を迎えましたが、50
年を経て初めて、生え抜きの学長を誕生させたわけ
でございます。一般的によく言われていることです
が、卒業生から学長を出せればその大学は一人前だ
ということであります。我々教職員一同、この意義
深さを心に刻み、今まで以上に一致団結して業務に
励んでいるところです。
　また、25 年にわたりまして本学の学長と理事長
を務められた岩崎俊一先生もこの３月に退任され、
新しく、本学理事長に樋口龍男先生が着任されまし
た。さらに、この 4 月からは、もう一人の副学長の
交代に加えて、工学部、ライフデザイン学部とも学
部長が新しくなりました。すなわち、本年度は、本
学に取りましてトップマネジメントメンバーの多く
が交代という、まさに心機一転の年になったわけで
ございます。
　このような状況というのは、組織にとってベテラ
ンの退場というネガティブな側面もありますが、逆
の見方をすれば、物事がさまざまに活性化するよい
チャンスでもあります。実際、この新生工大を祝う
かのように、今年度の入学生は、大学、高校とも、
数年ぶりに定員を上回ることができました。大変喜
ばしいことであります。
　さらに、今年度から、皆さんご存知の一番町ロビー
が充実のリニューアルオープンを果たしましたし、
図書館本館には東北工業大学史料センターが新しく
併設されるなど、キャンパスは、八木山、長町ともに、
従来にも増して活気に満ちております。是非、多く
の同窓生の方々に、以上のような新生工大を見てい
ただきたいと思っている次第です。最後になります
が、同窓生の皆さまのますますのご健勝を心より祈
念申し上げ、近況かたがたご挨拶といたします。

副学長副学長

1998年　工学部建築学科　講師
2002年　助教授
2008年　教授
2012年　建築学科長
2014年　工学部長、工学科学科長
2016年　副学長

1990年　東北工業大学助教授
　　　　（工学部工業意匠学科）
1994年　同教授
2008年　同ライフデザイン学部安全安心生活デザイン学科に配置換え
2012年　同副学長、ライフデザイン学部長
2016年　副学長

渡邉　浩文（わたなべ　ひろのり）氏石川　善美（いしかわ　よしみ）氏

ごあいさつごあいさつ

同窓会諸兄に
期待すること

新生工大 2016
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　同窓会の皆様には、日頃より物心両面にわたりひ
とかたならぬご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
震災以降、少子化の進行ともあいまって本学にとっ
ては厳しい状況が続きご心配をおかけしておりまし
たが、今年度の入学者は工学部においても全学にお
いても定員を充足することができました。地下鉄東
西線の開業も追い風になりましたが、何よりも地域
に密着した大学として、同窓会諸兄のご活躍も背景
とした、これまでの実績が評価されたものと確信し
ております。
　さて社会が不透明感を増す中にあって、国はいま
教育システムの抜本的な改革を強力に推し進めてお
り、大学の教育改革はその中心課題とされています。
少子化が急速に進む中で学生獲得競争に勝ち抜いて
いくためには、将来を見据えた教育改革を迅速に進
めていく必要があります。私大に強く求められてい
るのは教育のオリジナリティーであり、またそこで
掲げる教育目標の達成と、その効果に対する説明責
任としての客観的な評価体制の整備など教育システ
ムの変革です。このような現状にあって、同窓会の
皆様には本学の人材育成に積極的に関わっていただ
き、教育の一翼を担っていただくことを望みます。
すなわち、本学卒業生にはどのような資質が求めら
れるのか、そのためには何をどこまで、何に重心を
置きつつ教育すべきかなど、本学 OB・OG として、
また卒業生を受け入れる社会の側の立場として、工
大が実践すべき教育のありかたについてご助言をい
ただきたいと思います。教育は大学の中だけで閉じ
たものではなく、本学を支えていただく多くの皆さ
んとともにつくり上げていくべきものであると考え
ます。迫り来る教育改革の荒波の中にあって、同窓
会の皆さんに寄せる期待はこれまでにも増して大き
くなっているという現状をご理解いただけると幸い
です。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　現在の長町キャンパスは、本学が昭和 62 年に二
つ沢校地として取得し、平成２年に１、２年生を対
象とした教養教育や体育施設を中心とした「二ツ沢
キャンパス」として開設されたことから始まります。
平成 20 年４月には、本学の固いイメージを払拭し、
これからの社会が求められるであろう、文理融合型
の新たな学部が不可欠とのことから、クリエイティ
ブデザイン学科（ＣＤ学科）・安全安心生活デザイ
ン学科（ＳＤ学科）・経営コミュニケーション学科

（ＭＣ学科）の 3 学科を持つライフデザイン学部（学
部生定員 220 人）を開設しました。尚、ＣＤ学科と
ＳＤ学科は、工学部のデザイン工学科を背景とし、
新たな要素を付加しつつ継承した形となっておりま
す。開設から今年で９年目を迎えておりますが、開
設時は３学科のそれぞれの特徴を活かし有機的な繋
がりある姿を、如何に社会に知っていただくかが課
題でありました。３学科の関係をわかりやすく言え
ば、作り手（ＣＤ学科）・使い手（ＳＤ学科）・つな
ぎ手（ＭＣ学科）のそれぞれの立場で教育研究を行
い、実社会で通用する人材育成を目指すことです。
東日本大震災以降では、各学科で取り組んだ復興支
援の、学生・教員との協働によるプロジェクト実践
が多く見られましたが、地域社会での実践は学生の
高い就職率に繋がることは確かであり、特に卒業生
在籍の企業との繋がりも増すことにもなります。今
後は、これまで以上に卒業生と繋がり（在学生への
セミナーの講話、インターンシップ等）を強化し、
出口に強い学部であることを社会にアピールしたい
と考えております。本同窓会と学部との実践的な連
携事業を増やすことは不可決であり、同窓会とでつ
くるライフデザイン学部をキャッチフレーズにする
スローガンを打ち出したいとも考えております。今
後ともご協力の程、宜しくお願い申し上げます。

ごあいさつ ごあいさつ

工学部長 ライフデザイン学部長

1961年　長野県生まれ
1985年　東北大学工学部電気工学科卒業
1986年　新技術開発事業団（現科学技術振興機構）
1991年　山形県テクノポリス財団を経て
2006年　東北工業大学工学部電子工学科教授（現知能エレクトロニクス学科）
2016年　工学部長

1953年　宮城県大崎市生まれ
1976年　東北工業大学工業意匠学科卒（舛岡研）
1976年～83年　（株）小幡建設工業設計部・（株）群建築設計事務所
1983年　東北工業大学工業意匠学科　助手
2009年　ライフデザイン学部　安全安心生活デザイン学科　教授
2016年　ライフデザイン学部長

小林　正樹（こばやし　まさき）氏 菊地　良覺（きくち　りょうがく）氏

工学部の近況と
同窓会への期待

ライフデザイン学部の近
況報告とこれからの同窓
会活動に期待すること

長町キャンパスにはヤギの親子も仲間として活躍中です（出前ヤギ：八木山市民センターにて）。ベンチを設置した八木山キャンパス
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理事長
学　長
副学長
副学長
工学部長
ライフデザイン学部長
学長室長
共通教育センター長
知能エレクトロニクス学科長
情報通信工学科長
建築学科長
都市マネジメント学科長
環境エネルギー学科長
クリエイティブデザイン学科長
安全安心生活デザイン学科長

経営コミュニケーション学科長
教職課程センター長
入試委員長
教務委員長
学生委員長
就職委員長
広報委員長
附属図書館長
附属工場長
ウェルネスセンター長
地域連携センター長
情報サービスセンター長

法人本部事務局長
大学事務局長

　平成 28 年より大学の新体制が以下の通りとなりましたのでご紹介します。

　本年７月 20 日に、八木山キャンパス図書室内に、
本学史料センターが設置されました。史料センター
は、50 年の歴史を持つ本学「知の資源」情報の可
視化を行い、同窓生は勿論、在学生や高校生及び地
域社会（一般市民）に向けて「発信する拠点」とし、
併せて本学の歴史の「学びの場」とすることを目的
に設置されたものです。
　展示内容は下記のとおりです。

１．人的資源
・本学に勤務し、社会的・学術的等において顕

著な業績を持つ人物
・本学卒業生で、顕著な業績や活躍度の高い人

物
２．大学の沿革

・設立 50 周年の記録を主体にまとめたもの
出展：東北工業大学 50 年史（平成 22 年発行）
　　　東北工業大学同窓会名簿沿革史
　　　（平成 24 年発行）
　　　東北工業大学学生生活
　　　（平成 27 年度版）

３．産学官及び地域連携等の実績
・産学官連携（協定等）及び学術交流協定締結

一覧
・地域連携に関する実践的な取り組み

４．その他
・同窓生から学生へのメッセージ
・本学の紹介や本学の教員・学生の活動を映像

化したもの
　
　現在、史料センターでは、岩崎俊一名誉理事長の

樋　口　龍　雄
今　野　　　弘
石　川　善　美
渡　邉　浩　文
小　林　正　樹
菊　地　良　覺
上　杉　　　直
梅　田　健太郎
丸　山　次　人
村　岡　一　信
石　井　　　敏
中　山　正　与
丸　尾　容　子
坂　手　勇　次
小　山　祐　司

金　井　辰　郎
渡　邉　浩　文
藤　田　豊　己
木　戸　　　博
高　橋　敏　彦
千　葉　則　行
石　川　善　美
原　田　　　一
小　山　祐　司
渡　邉　浩　文
石　川　善　美
上　杉　　　直

樋　野　隆　一
佐　藤　　　亨

足跡をパネルで紹介し、併せて文化勲章などこれま
で受賞された現物の紹介展示があります。また、地
域貢献活動の先駆けである秋岡芳夫先生（元工業意
匠学科長）のコーナーがあります。
　同窓会からは、学生へのメッセージとして、28
名のＯＢＯＧからのコメントをパネルにて紹介し、
さらには、本学 50 年以上の歴史と活動紹介パネル
を製作しました。同窓会としても史料センターが工
大をアピールできる「学びの場」として発展するこ
とを願っております。工大人の皆様には、是非、キャ
ンパスにお出でいただき、お立ち寄りいただければ
と考えております。

トピックス
新　体　制

史料センターの設置
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　平成 27 年 12 月６日（日）に「八木山動物公園駅」
のある仙台市地下鉄東西線が開通し、東北工業大学
への交通利便性が高まりました。これにともない「八
木山動物公園駅」と八木山キャンパス、長町キャン
パスをつなぐ無料シャトルバス「八木山シャトル」
が運行され、翌 12 月７日（月）に運行開始テープカッ
トセレモニーが行われました。本学キャラクター「も
ちたろう」「あんこ」も参加し開通をお祝いしました。

　また、平成 28 年 4 月入学の新入生から学生証を
仙台市交通局の IC カード乗車券「icsca（イクスカ）」
に切り替えました。この icsca 導入にあたり発行の
一部を同窓会が援助しています。icsca 付き学生証
は導入第 1 号として仙台市の WEB でも紹介されて
います。学生証は従来通り授業の出欠管理や図書館
の書籍の貸し出しにも対応していて、今回の IC カー
ド機能が加わることで通学からキャンパスライフま
でこの学生証 1 枚で快適に過ごせるようになりまし
た。

トピックス

仙台市営地下鉄東西線が開通

シャトルバス運行開始セレモニー

宮城前学長の挨拶

B号車

C号車

イクスカ付学生証
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　｢創造から統合へー仙台からの発進｣ をスローガ
ンとして掲げ、社会との融合を目指す本学では、地
域と大学が一体となり、文化と産業の発展および優
れた人材の育成に努めるため、平成 15 年に「一番
町ロビー」を開設しました。ギャラリーとホールが
あり、企画や展示等をとおし、本学学生や卒業生、
市民の方々との交流（接点）の場として利用されて
いますが、開設から 13 年の今年４月にリニューア
ルしました。リニューアル内容は、１階ギャラリー
に変更はありませんが、学内外講師による「学術講
演会」や「シンポジウム」、そして「市民公開講座」
等の会場となるホールを４階から２階へ移し、ギャ
ラリーからホールへの導線が大変良くなりました。
また、ホールの機能として、COC 関連事業と本学
同窓会事務局としての役割も兼ねることとなり、本
同窓会の活動拠点としても利用できるようになりま
した。

　以前より懸案としておりました「OB 企業と OB
の求職者を引き合わせることが出来ないか。」の構
想について 7 月の役員会にて具体化に向け話し合わ
れました。
　簡単に説明させていただきますと同窓会のホーム
ページを利用します。例えば OB の求職者が就職先
を探していた場合は下記の流れとなります。
　①同窓会のホームページの TOP ページのメ
ニューに求人情報ボタンを設けます。
　②求人情報ボタンをクリックすると複数の求人情
報一覧ページが現れます。
　③希望する OB 企業様をクリックするとその企業
の詳しい情報が現れます。

　これまで 550 回を超える企画展示や講演・講座を
開催してきましたが、今後も「東北工業大学の“ま
ちなか”の拠点」として多くの方々に利用していた
だけますよう期待します。仙台市地下鉄東西線　青
葉通一番町駅から徒歩約３分。是非、足をお運びく
ださい。

　④希望する内容と合致した場合は申込フォームに
て送信します。
当然、OB 企業様の求職者申し込みフォームも設置
されております。

　この構想を実現するためには職業紹介としての手
続きや責任者講習の受講など様々な手順が必要とな
り実施するまで、まだまだ時間は掛かります。
　しかし、同窓会として卒業生への大きな支援の役
割を果たす企画であると認識しており何とか実現が
出来るよう今後も話し合いの場を設けていきます。
　OB・OG の皆様から忌憚のないご意見をお待ちし
ております。

一番町ロビーリニューアル

OB 企業と OB の求職者マッチング構想

● お知らせ ●

南町通り側に同窓会の看板を設置
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　今年３月に工学部都市マネジメント学科を退職し
てほぼ５か月が過ぎました。退職して自由度は大幅
に増しましたが、週２日非常勤講師を務め、それ以
外は残っている資料の整理や外部委員会への出席な
ど、基本的には退職前とほぼ変わらない日々を送っ
ています。
　工大に赴任したのが昭和 60 年ですから 31 年が経
過したことになります。土木工学科（当時）に赴任
した当初は２年生の「構造力学」と「地域計画」、「土
木施工Ⅱ（計画数学）」を担当しました。「地域計画」
の講義では 200 人を超える学生を前に旧１号館４階
の大教室で黒板を上げ下げしながら板書したことが
懐かしく思い出されます。その後は計画系の科目を
新任教員に徐々に委ね、最後の年は１年から３年ま
での「構造力学」全科目と「交通工学」、そして大
学院科目を担当しました。
　初期の研修は研究室としてはほとんど何もない０
からのスタートでした。研修生には学科共通の光弾
性装置や学生用に購入した１台のパソコンを利用し
て、舗装構造や交通に関する卒論テー
マに取り組んでもらいました。当時
は１研究室あたりの学生数も多く、
舗装力学、都市計画、街路景観など、
ある程度学生の要望に応えるテーマ
などを設定できることをアピールし
た時期もありました。この状況を大
きく変えたのが平成９年度にスター
トしたハイテクリサーチセンターで
す。これにより東北地方の大学では
ただ一つのアスファルト試験室を立
ち上げたことにより研修生の半分は
舗装材料としてのアスファルトやア
スファルト混合物の再生を卒論テー
マとするようになり、卒業後さらに

大学院で学びたいという学生も増えました。
　研修のもう一つの柱である交通関連のテーマは、
災害が「道路ネットワークに及ぼす影響の分析」で、
行政に協力してもらいながら「北海道南西沖地震」、

「阪神・淡路大震災」、「新潟県中越地震」、「能登半
島地震」、「新潟県中越沖地震」、「岩手・宮城内陸地
震」など相次いで発生する大規模災害による道路被
害と継時的な回復状況を分析してきました。そうし
た中で平成 23 年に「東日本大震災」が起こり、研
修の最後のテーマになりました。特に「東日本大震
災」については道路被害のみでなく空港や鉄道さら
に建築物などについても現地調査を実施し、その報
告を学科 HP オリジナルサイト「東北地方太平洋沖
地震」に掲載していますのでご覧ください。
　退職後は客員研究員として上述の研究テーマにつ
いて改めて取り組んでいきたいと思っています。最
後に、工大生活 31 年間の職務を全うできたことに
ついて、これまで関係した学生、院生、大学教職員
の皆様に深甚の謝意を表します。

都市マネジメント学科

1972年　東北大学工学部土木工学科　卒業
1977年　東北大学工学部土木工学科　助手
1985年　東北工業大学工学部土木工学科　助教授
土木工学科・工学研究科土木工学専攻　教授
建設システム工学科・工学研究科土木工学専攻　教授　専攻主任
都市マネジメント学科・工学研究科土木工学専攻　教授　専攻主任
2016年　退職　本学名誉教授

村井　貞規（むらい　さだのり）氏

工大での31年

恩 師 か ら の 便 り

特
集
１

学科サイト（http://www.jicoojin.com/CEM/）
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　今年の１月にアメリカのデラウエア大学美術史学部
のヴィマリン・ルジヴァチャラクル准教授から、中国で
開催される学会で、東日本大震災における歴史的建造
物の被害状況と保存、まちづくりなどについての講演
依頼のメールをいただきました。彼女は三年前に東北
の被災地を訪れ、是非、今回の学会で講演してもらえ
る建築歴史の研究者をさがしていたそうです。メール
のやり取りで次第に学会の詳細が明らかになりました。
学会とは国際シンポジウムと国際会議のことで、前者
は４月５日から６日に北京の清華大学で開催、テーマは

「Vernacular ＋Heritage」、後者は４月７日から８日に
河南省新県での開催、テーマは「中国新県郷村復興」、
どちらも同時通訳がつくので英語を話せなくても大丈
夫とのことでした。
　４月３日に仙台発の上海経由北京行きで出発しまし
た。北京の国際空港ではボランティア通訳の秦さん（瀋
陽にお住まい・19 歳で群馬大学に留学・名古屋と大阪
の建設会社に勤務・３年前に中国に戻り結婚）が迎に
きてくれて、無事ホテルにチェックインできました。４
日はフリーでしたので秦さんの案内で清華大学のキャ
ンパスを見学しました。建築学部エントランスホールの
左右の壁には中国伝統構法の隅扇垂木と古代ギリシャ
建築の柱頭オーダーのレリーフが対峙していたのが印
象的でした。５日は 13 時から清華大学講堂で国際シ
ンポジウムが開催されました。参加国はアメリカ、フラ
ンス、イタリア、オーストラリア、タイ、中国、日本の７
か国でした。開会の挨拶はタイ王国のマハチャクリシ
リンドン妃が中国語で話されました。私は岩手県陸前
高田市の歴史的建造物の津波による被害と復興につ
いて、同妃の同席の時間に講演するという光栄をいた
だき、「よみがえる陸前高田市の今泉集落」の資料集
も献本することができました。初日の講演日程終了後、
ホテルで夕食会があり、各国の講演者と通訳が大きな
円形テーブルに着き、懇談しました。私の講演につい

て、清華大学の教授から質問があり、「陸前高田市で
はどうしてかさ上げしてまで、その地にまちづくりをす
るのか」とか「約 17メートルの津波であったのに、ど
うしてかさ上げは 12 メートルでよいのか」など、これま
で日本ではなかった質問があり、とまどいました。６日
の午後から河南省新県への移動です。北京西駅から
新幹線で 4 時間、高速バスで２時間、公用車で１時間、
７時間かけて国際会議開催地の西河村に到着しまし
た。同村にこれほどの外国人が来るのは初めてという
ので、多くの行政関係者の歓迎を受けました。私は８
日に陸前高田市の震災前後の今泉集落について講演を
しました。このような場所で国際会議を開催したのは、
清華大学でこの村の集落について調査と保存活動をし
ており、将来、このような里山を外国人向けの観光資
源にしたいという意図からとのことでした。
　初めての国際シンポジウムと国際会議への参加でし
たが、同時通訳でしたので、言葉の不自由さは感じま
せんでした。また、中国では建築歴史の研究分野でも、
国際化が進んでいることを特に痛感して帰国しました。
なお、上記の国際シンポジウムと国際会議の講演動画
は下記アドレスからアクセスできます。
http://youtube.com/channel/UCNsCxnup5gpFNSsXiHzRksg

建築学科

1971年　東北工業大学建築学科卒業
1978年　東北工業大学建築学科講師
1995年　東北工業大学建築学科教授
2016年　退職　本学名誉教授

高橋　恒夫（たかはし　つねお）氏

中国での国際シンポジウムと
国際会議に参加して

恩 師 か ら の 便 り

特
集
１

ヴィマリンさんと河南省新県西河村の宿舎で
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工大時代に培ったのは仲間。

学生を現場に、海外に。

体験し失敗し、ＯＢＯＧとの交流が

モチベーションをアップさせる。

平成 28 年８月８日（月）
於・東北工業大学図書館
　　東北工業大学史料センター

出席者
　東北工業大学学長　　　　　　　　　今　野　　　弘（S46 土木工学科卒）
　㈱ケディカ会長　　　　　　　　　　三　浦　修　市（S45 電子工学科卒）
　㈱黄金工務店代表取締役　　　　　　黄金﨑　　　勉（S55 建築学科卒）
　宮城県産業技術総合センター研究員　畠　　　純　子（H9 工業意匠学科卒）
　長町校舎事務室事務長補佐　　　　　伊　神　和　希（H7 通信工学科卒）

コーディネーター　 
　ライフデザイン学部長教授　　　　　菊　地　良　覺（S51 工業意匠学科卒）

～工大のこれまでと、これから～

座談会
特
集
２
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今野学長　工大同窓会と卒業生には、いろんな意味
で大学を支えてもらい、改めてお礼を申し上げます。
２年前に工大創立 50 周年を迎え、これからの半世
紀をどのように運営していくのか、学生の教育をど
うしていくのか、教職員の研究や活動環境をどう構
築していくのか、後援会も含めて、問われる半世紀
だと思います。
　私も皆さんと同じ卒業生の一人として、微力では
ありますが、努力していきたいと思います。学長と
言うよりもＯＢＯＧのメンバーの一人として発言し
たいと思っております。
　本日は、青森からもお出でいただきありがとうご
ざいました。

菊地　今日、お話いただきたいことはふたつありま
す。自己紹介をいただいてから、一つは、在学時代
に印象に残っていること、卒業後の工大との関わり
についてです。二つ目に工大に期待するもの、学生
へのメッセージなどをお話ししていただきます。
　この史料センターは、今年 7 月にオープンしたば
かりです。同窓生も３万数千名を数え、工大と同窓
会の歩みを学生や卒業生に知ってもらい、卒業生の
皆様のサポートもしていきたいと考えています。今
日は、忌憚のないお話しをいただければと思います。
最初に、三浦様から。

三浦　私が在学したのは昭和 41 ～ 44 年です。当時
は工大も創立したばかりで、先輩も同窓生も卒業生
もいなかったので、当時は、あまり大きなことを考
えたことはなかったですね。大学に入って仲間を作
ろうと、私はバレー部を設立したんです。４年間続
け、大学の二部リーグまでいってリーグ戦を戦った
ので、スポーツ面では目的を達したと思います。
　また日本一周をしたかったんですね。入学した夏
にアルバイトして、乗用車のコロナを５万円で購入
し、４人で 20 日間で鹿児島まで達し、日本一周を
成功させました。高速道路のなかった時代、１日平
均 300 キロ走りました。当時は学校とかお寺とか、
泊まれたんですね。
　勉学の方はさほど成果もなかったのですが、各先
生たちも若く、平館先生の研究室に入り、半導体の
素子を作っておりました。東北大に行った人見先生
は研究室の後輩で、放射線の検出装置を研究し、３・
11 の東日本大震災の時には、活躍したらしいです。
　そんな関係もあり、私の会社はメッキの会社です。
日本の産業が電子から自動車、半導体と進むにつれ
大きくなり、国内 150 名、海外、主にフィリピンで
すが 300 名の規模になっています。

　今の主流は携帯電
話のカメラのメッキ
です。世界シェアの
70％の処理をしてい
るオンリーワンの会
社です。又、国内大
手電子部品メーカー
などの仕事を、集中
してやっています。
　産業技術総合セン
ターさんにも、お世
話になっています。
東北大の豊島先生の
QC 活動を、東北で
最初に始めています。毎年、補助金をいただいてい
ますが、来年は岩手県北上の工場に機械が入ります。
　卒業後の工大との関わりでは、息子が東北工業大
学の通信工学科を卒業しました。
　会社に東北工業大学の卒業生が５人おります。３
人は管理職です。東北の各大学、秋田大、岩手大、
山形大、学院大からも就職しております。

黄金﨑　昭和 51 入学、55 年卒です。鈴谷研究室で
お世話になりました。
　実家が建設業をしていたので、普通高校だったの
ですが、何となく親を思いまして工大に来ました。
受験の時にはまだ市電が走っていましたね。4 月の
入学時には廃止になって、残念でした。
　入学したころはまだ学生運動の名残がありまし
て、ヘルメット学生も見かけましたね。
　あの頃は目標もなく、なんとなく学生生活を送っ
ていました。仲間が増えて、授業よりも仲間と遊ん
でいる方が中心だった気がします。平和的な時代で
した。
　３年生の時、宮城県沖地震に遭遇しました。ちょ
うど仙台駅前にいたのですが、エンドーチェーンか
ら人が逃げ出したのを見ました。屋上の空冷タワー

（？）のタンクから水があふれ出て、驚いたことを
覚えています。２日間ぐらい、停電断水しましたね。

今野学長　あの時、工大は急ごしらえの仮設の教室
を作り、１日も休講しなかったんですよ（正確には
6 月 13 日の一日のみ休校：工大広報号外昭和 53 年
6 月 16 日（金）発行より）。すごいことですよ。

黄金﨑　３・11 では、工大の学生はボランティア
で復興支援の手伝いなどされていますが、わたした
ちはあまりやった記憶が薄いですね、それが少し残
念です。それだけ今の学生は、社会との関わりを重
視した授業をしているんだなと思いましたね。

特
集
２

工大在学時代とその後

三　浦　修　市
（昭和 45 年電子工学科卒）
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　大学との関係で言
えば、現在、同窓会
の青森支部長を拝命
し て お り ま す。 私
は 11 期生の卒業で、
男４人兄弟ですが、
４番目の弟も工大で
すし、私の息子二人
も工大の建築を卒業
させていただきまし
た。
　そういうことでお
世話になった分、何
かお返ししなくては

と思い、活動しているわけです。

伊神　平成３年入学、６年度に卒業と言うことにな
ります。
　入学した時はバブル期の後半で、在学中にはじけ
たようで、先輩たちの話とは全然違って就職活動が
思うようにいかず、みんな苦労していました。たま
たま工大の職員募集があり、そのまま現在に至って
います。
　在学中は斎藤研究室で、ちょうどアナログからデ
ジタルに移行する時代、工業化から情報化の時代で
した。在学中はワープロが主流だったのに、卒業し
たころには PC が普及していましたね。

畠　宮城県産業技術総合センターでは、県内の企業
さんへの技術的な支援を行うということで、私は設
計とデザインの支援を行っています。入学のきっか
けはプロダクトデザインのような「モノづくり」に
携わりたいと思った際、その当時「工業意匠」学科
は千葉大と工大しかなく、地元のこちらにお世話に
なった次第です。
　在学中には、山下先生がよく言っていた「社会に
出たら、女性もちゃんと経済力を持って社会に貢献
し、どんな時代でも自立しなさい。もう男性に頼る
時代じゃないよ」という言葉を胸に、経済力を得る
ために、仕事を持ち続けようと思いました。
　最初はアイリスオーヤマで新商品開発をし、その
後、インターネットの広告代理店やアマゾンサイト
においてサイト構築の業務を行った後、現在に至っ
ています。今の職場も、いろんな企業の社長さんた
ちとお話しをしながらモノづくりを行っているの
で、いつも勉強の日々です。
　工大との関わりでは、菊地先生をはじめ先生方と
ともお付き合いがあり、毎年２年生の学生に就職ガ
イダンスの一環として、お話をさせていただいてお
ります。就職の事とか、社会人になったらこうだよ

とか、卒業したらこんなことができるんだよとか。
そういうきっかけになるようなことを話していま
す。
　また毎年、インターシップを２～３名、受け入れ
ています。センターの仕事を手伝ってもらっていま
す。

菊地　ありがとうございました。
　次に、感想を含めて、工大に期待するものなど、
お話しいただきます。史料センターを活用して欲し
いという、前理事長の強い希望もありますので、こ
こをどう活用していくのか、セミナーを開くとか、
あっていいと思います。こんな活用方法があるとか
も、お聞かせ願えればと思います。本学に関係する
ようなデータとか、関係する先生たちの研究も展示
したいとなると、本当はこのスペースだけでは足り
ないんですね。
　また、これからの学生に望みたいことなどもお話
しください。

三浦　東北福祉大には、仙山線に東北福祉大駅とい
う駅があるんですね。そこは大学の建物ですが普通
の市民にもオープンになっていて、喫茶店があり、
大学関係のものが展示してあるんですね。開かれた
空間ですごくよかったです。
　工大の教員でも退職なさって社会に貢献している
方々はたくさんいるでしょう。そういう人たちの展
示が欲しいですね。文章だけでなく、具体的な形あ
る物で、触ったり肌で感じられるものですね。

黄金﨑　最近、できたばかりの学科が多くなってい
ますね。私は卒業後、会社を経営する立場になって、
学生時代に経営学的なものを学ぶ機会がなかったこ
とが残念ですね。技術的なことは社会に出ると自然
に身につくんですが、経済学とか経営学は、なかな
か勉強する機会が無いし、今は「経営コミュニケー
ション」ですか、すばらしい学科ができているよう
で、私の時代でも、そういう授業を受講できたら良
かったかなと感じています。

菊地　当時も「経営工学」っていうのがありました
が、専門学科でないと受講できなかったですかね。
実際に社長なんかすると、金融とか、マネジメント
とか、借金の仕方など（笑）、実務的な知識が必要
となってきます。社長業とはオールラウンドプレー
ヤーですから。そのへん、畠さんはどうですか、工
大への要望という点では。

特
集
２

史料センターと今後への期待

黄金﨑　　　勉
（昭和 55 年建築学科卒）
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畠　センターと工大は、協定を結んでいて、相互活
用できるようになっています。地域に根差したもの
をするということになっていますから、もう少し学
生さんたちのアイデアとか、バイタリティーとか、
人的なもの、我々と企業さんと大学とをもう少し潤
滑に相互活用できたらいいなと思っています。

伊神　自分たちも、企画しなくちゃ、マネジメント
しなくちゃとは思っていますが、具体的には、ぼん
やりとしたイメージしかないのが現状です。
現代ほど大学に地域貢献が求められている時代はな
かったと思います。それをやらなければ、大学の存

在価値が無くなる
というくらいです。
昔からよく言われ
ていますが、授業
のカリキュラムの
中身も、地域の企
業などの意見を取
り入れてとか、強
く感じてはいます。

菊 地　 地 域 協 力、
実学的なもの、人
間力というものを、
実践を通して高め
ていくことでしょ

うか。学生も、現場に連れて行くと分かり易いんで
すね。例えば被災した現場に行くと少し顔色が変わ
りますね。職場に連れていくでも、具体的な物を作
るでも、そう言えますね。

三浦　留学生は今、何名くらい？

菊地　海外からの留学生は十数名といったところで
しょうか。海外に留学している学生はおりません。

三浦　国際化の時代に、留学生の受け入れがちょっ
と少ないですね。東北大学の「サイエンスキャンパ
ス」に、私どもも参加していますが、子どもたちを
対象にした講座をやっています。
一昨日、わが社でも小学生を 30 人くらい会社に呼
んで、ドリルで穴を開け配線をして、メッキの仕方
を教えたんですね。でも本音は親が目的なんです。
今会社がどんなことをしているのか、きれいに整
理されていますねとお褒めの言葉をいただきました
が、社会貢献活動をしながら、親御さんたちの意見
を参考にしたいんですね。
　フィリピンでも、日本から寄付を集めて幼稚園を
作りました。25 人の園児を集めて運営しています。

仙台では「青葉少年少女発明クラブ」というのがあ
ります。英語で「モノづくり」を教えています。小
学４、５、６年生の子どもたちが英語で話しながら
やるんです。子どもたちを対象にしてますが、これ
はその子の親御さんたちに口コミで我が企業がどう
いう会社なのか知ってもらい、信頼してもらい、期
待できると思わせることに繋げたいわけなんです。

菊地　確かに、工大でもオープンキャンパスをする
と、親御さんが来ますね。黄金﨑さんの息子さんも
工大に入ったというのは、やはり建築の良さを、親
の姿を見て、自分もと思ったのでしょうかね。

黄金﨑　どうでしょうか（笑）。自然にそうなった
のかな。私も親からは好きなことをして良いと言わ
れていましたが。高校３年の時、家を継ぐ道しかな
いのかなと思って工大にきたので。

三浦　うちの息子は親と逆のことをしている方が多
いみたいですね。親と同じことをしたくない、大学
は同じだけど、反面教師になってますね。

菊地　親と同じ年齢になると、親の苦労もわかって
くるのではないでしょうか。

黄金﨑　いや、親と同じ苦労はさせたくないと思い
ます。

三浦　苦労させなくちゃだめだよ（笑）。私は、「失
敗しろ」と言ってます。失敗しないのはおかしいで
しょう。東北大学の講演会で、工学院大学教授の畑
村洋太郎教授が「失敗学」で言ってましたが、人間
は失敗しないと成長しないと思います。今の学生は
失敗を怖がるところがありますね。

菊地　免疫がないと
いうか、雑学がない
し、「遊学」という
らしいですが、遊ん
でないから広い視野
が育たない。

三浦　スマホで自分
の好きな情報しか見
ない。私達は新聞や
雑誌や、他の情報源
で見ているから。
私もポケモンをやっ
てみます（笑）。若
い人と話をするには

特
集
２

菊　地　良　覺
（ライフデザイン学部長）

コーディネーター

伊　神　和　希
（平成 7 年通信工学科卒）
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ＬＩＮＥもポケモンも、必要ならサンバを見にもい
きます。そういうセンサーを常に持っていなければ
ならないんです。

畠　学生には英語を勉強して欲しいですね。私も社
会人になって海外に行けと言われて何度か行きまし
たが、最初は海外のメーカーの方々とコミュニケー
ションがうまくとれず、もどかしさを感じました。
それで英会話を始め、今も継続していて、もう一人
でも海外に行けるようになりました。
若い時に英語力を身に付けていないと、文化の違う
人や考え方の違う人とやっていくことを経験できな
いですね。身内の日本人とだけ付き合っていたら、
焦らないと思うんです。

今野学長　国際交流に関して言うと、本学が進め
る国際交流は、学生が異文化、外国人と交流する
ことで国際感覚を身に着けることを主体としていま
す（詳しくは本学ホームページ「国際交流情報サイ
ト」http://www.intl.tohtech.ac.jp/ 参照）。今は世界
の 10 大学、ベトナムやタイなどアジアが多いです
が、アメリカがひとつ、ヨーロッパはパリがひとつ
などですが、あちらを訪れたり、向こうから日本を
訪れたりするんですね。そういうところに工大の学
生も加わって、彼らと話すと英語をもっと学びたい
と、もっとコミュニケーションしたいけど、話せな
いから歯がゆいんですよ。それでもっと英語を勉強
したいと思うんですね。彼らは日本の学生よりも英
語が堪能ですから。そういう体験をすると、モチベー
ションが上がって、真剣さが違ってくるんですね。
いずれにしろ、何か他のことで興味を持ってやり始
めると違います。そういう機会を大学として多く作
りたいとは思っています。
　毎年、本学学生を 20 人くらい海外の学術交流協
定を締結している大学に派遣しています。一週間か
ら長くても２か月程度ですが、研修を受けて帰って

くるんですね。一度
行った学生は、もう
一度行きたいと言い
ますね。国際交流は
何年も行かないとダ
メだというわけでは
なく、経験を積むと
いうことが大事なん
です。五感で感じた
時に、本気になって
勉強する気になるん
です。短い期間しか
一緒に過ごさないの
ですが、別れを惜し

んで、帰る時にはみんな泣いて帰ってきますよ。そ
ういう体験を多くする、そういう機会を多くするこ
とが大事です。将来は 40 人程度に拡大することを
決めています。
　私もタイに１年以上いましたから、もうタイが第
二の故郷です。
　学生時代に長期滞在を経験することは簡単ではな
いですが、そういう機会を学生に与えられる環境を
整えたいと思っています。本学の国際化ビジョンで
は今の 10 大学を 15 大学に拡大する方向で、やって
いきたいと思っています。
　現地に行ってみる、何か実際に作ってみる、自分
で感じてみる、そういうことが大事だと思っていま
す。会社に入って仕事したり研究したりするときに、
しみ込んだ体験がいつか役に立つんです。
　私自身がそうなんです。昔、物を作って遊んでい
た体験が、自分は物を作ることが好きなんじゃない
かと思い、高校の時から専門学科に入ったのです。
小さい時には、自分が何に向いているのかわからな
いですが、少なくとも工大に来ている学生たちは、
志望学科を決めてきているのだから、将来の専門分
野は確定しているけれども、どのような仕事に就く
のが良いかはよくわからない。私は大学にいた時に
土木のいろんなこと ( 職種 ) をほとんどやりました。
公務員もゼネコンも測量会社などもしてみました。
それを部失敗して（笑）、一生続けたい職種に出会
えませんでしたが、それはすべて良い体験でした。

三浦　子どもたちが良い経験をする、一度ここを訪
れたりして、良いところだという体験をすると良い
と思います。フィリピンで１年過ごせば英語もうま
くなります。私共の会社でも、高卒の社員が現地に
行っても、日本人が３人しかいませんから、嫌でも
英語話すしかないので、スピーキングできるように
なります。
　現地企業で青山大、日大をでている女性が２人い
ますが、みんな現地の人と結婚していますね。日本
人女性はもてるんですよ。
　韓国では留学先で人気があるのは、アメリカ、オー
ストラリアに次いで３番目にフィリピンなんです
ね。近くて安いからです。
畠　フィリピンの英語は独特の言い回しらしいです
ね。私も知り合いがいて、４、５日ですが滞在した
ことがあって、普通に英語が通じましたね。現地で
は韓国人留学生が多いらしく、よく韓国人と間違え
られました。「アニョハセヨ」とあいさつされて。
現地語と英語をうまく使い分けてる、と言う印象を
受けました。
　三浦さんところのフィリピンで、長期のインター
シップの受け入れはどうですか。

今　野　　　弘
（学長）
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三浦　短期のインターシップなら良いですが。現地
にはコールセンターが沢山あります。青森にも英語
のコールセンターができるというので、視察に行っ
ていきたいと思っております。

菊地　英語の勉強するならフィリピンが一番良いと
言われているようですね。ｅラーニングもあるから。

畠　それとコミュニケーション能力を高める必要が
あると叫ばれていますが、同世代だけでなく世代を
超えたコミュニケーション能力が必要だと思うんで
す。どうしてもスマホとかネットワークで囲い込み
をしてしまうので、年代の違う人とコミュニケー
ションをとることも必要になっています。

菊地　課外活動や社会貢献活動のボランティア分野
で、三浦会長は今もバレー部とタッグを組んでいる
でしょう。チームワークや組織で、やっていくこと
も大事なんですね。デザインだって一人のデザイ
ナーだけでなく、みんなの力でひとつにまとめてい
くわけですから。
学生に対するメッセージという意味で、語学力と、
世代間を越えたつきあい、様々な世代、多彩な人材
とのコミュニケーション能力が必要なんだというこ
とですね。

畠　私は学生への講義の最後に、「趣味を持ってく
ださい」と言います。趣味は年齢とか仕事の枠とか
を超えて、ネットワークが作れるし、仕事では出会
わないような人ともおつきあいできますから。私は
スノボーじゃなくスキーが趣味ですが、色々活動し
ていると幅が広がりますね。企業の枠を超えたお話
も聞けますし、勉強になります。仕事にもプラスに
なっています。

菊地　最後に学長の方から、まとめていただいて。

今野学長　経営を勉強したいというお話がありまし
た。一般に社会人でもう一度学びたいという方は「社
会人入学」という施策があります。卒業生に限って
言えば、入学金、授業料減免そして施設設備費の免
除などの特典を検討中です。
そういう方々が、学生と一緒に授業を受けると、学
生にとっても効果があります。もっと勉強したいと
いう社会人は、学生よりも一生懸命なんですね。そ
ういうことは学生にとっても刺激になります。工
大は「地域志向教育」（本学ホームページ http://
www.coc.tohtech.ac.jp/ 参照）を実施していますの
で、地域の方々やＯＢ、ＯＧの方々にも、参加して
いただいていくことを、これからも考えていきたい

です。
　本学はいろんな
ところと協定を結
んでいます。コネク
ションがあると、つ
ながり易いけれど広
がりにくくもなりま
すが、広がりができ
るような交流会にし
ていきたいと思いま
す。学界では評価さ
れている工大の先生
が、よく知られてい
なかったりしていま
す。地域にも知られていない。本学の地域連携セン
ターなどを活用してもっと広くアッピールしていこ
うと思います。
　同じように学生やそのお父さんお母さんも、テレ
ビに出てくる会社ばかりが良いと思っているようで
すが、地域にも三浦さんところの様に、すばらしい
会社があることをわかっていません。毎年でなくと
も、継続的に卒業生を迎えてくれる企業は安心だし、
入社したＯＢにとっても、何年かしたら後輩が入社
してくるというのは良いことです。「良い会社」と
は何か、良い会社の考え方を、お父さんお母さんた
ちに伝えていきたいと思います。
　工大は地方の就職率が高いと言われています。そ
れと課外活動を通して、就職先を見つけるという点
でも、どこで活かすのか、整備していきます。父母
懇もありますので、お父さんお母さんたちとの話し
合いをきちんとしながら、そして学生の要望を聞き
ながら、社会に入れるようにしていきます。
　
菊地　現在２名の社会人学生がおります。ひとりは
社長、ひとりは高校教師ですが、見ていると、在校
生も一生懸命になります。

今野学長　大学は１科目 15 回の授業ですが、内３
回ぐらい、ＯＢＯＧの方にお話をお願いしてもらっ
ている科目が多くあります。学生は非常に熱心に聞
いてくれます。自分も将来、あんな風になれるんだ
という自信につながります。これからも、同窓会お
よび同窓生の皆様のご協力を得て教育、研究を進め
ていきますので、今後ともよろしくお願いします。

菊地　長時間、ありがとうございました。

畠　　　純　子
（平成 9 年工業意匠学科卒）
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　この度は応援団の学生服製作費を援助していただ
きありがとうございます。
　現在応援団は、北海道科学大学定期戦と仙台六大
学野球秋季リーグ戦に向けて日々練習を続けており
ます。女子団員は私１人ですが、女性が活躍できる
場を広げていきたいと思い、応援団に入団いたしま
した。男子団員と一緒にパワフルに活動しておりま
す。これからも練習を積み重ね、選手の心に届くよ
うな応援をしていきたいと思っております。
　今後の目標としては、男女問わず団員を増やし、
さらなる活動の場を広げていくことです。昨年度は
大学祭や大河原商業祭りといったイベントにも参加
しました。今後も応援団の知名度を上げるために、
様々なイベントに積極的に参加していこうと考えて
おります。
　これからも、応援団として、選手をはじめ多くの
人々にエールを届けていきたいです。

　この度は、私たちチアリーダー部にユニフォーム
を寄贈していただき、心より感謝申し上げます。部
員一同、大変嬉しい所存でございます。今年の仙台
六大学野球の春季リーグ戦の応援に行った際は、あ
のユニフォームが大活躍しました。同窓会の皆様へ
の感謝を忘れず、これからも大切に使っていきたい
と思います。私たちチアリーダー部は大学内外を問
わず、幅広く活動しています。この間は西勝山の町
内会のお祭りにてオープニングを飾らせていただき
ました。学外の方々の前で踊ることは、私たちのパ
フォーマンスを見ていただくと同時に、東北工業大
学の PR にも繋がると思っているので、とても嬉し
く思います。10 月には本大学建築学科の 50 周年記
念イベントにてもパフォーマンスする機会を頂きま
した。そこでも、私たちの日頃の練習の成果と、東
北工業大学の学生の活気を伝えられるように精一杯
パフォーマンスしたいと、今から意気込んでいま
す。他にも仙台六大学野球秋季リーグ戦、大学祭、
八木山のイベントへの参加など沢山の方々の前でパ
フォーマンスする機会があるので、工大の名に恥じ
ない演技をし、私たちの演技で一人でも多くの人に、
東北工業大学を知ってもらえるように、良いと思っ
てもらえるように、これからも活動していきます。
この度は誠に有難うございました。

学生会員の活躍

【応援団】 【チアリーダー部】
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　当日は弘前市・十和田市からも会員が駆けつけ、
同窓会会員 13 名　学長・同窓会長含む学校関係者
４名にて、次年度に開催を予定しているシンポジウ
ムについての打合せを行い、さらに、支部活動につ
いて２時間以上に渡り様々な意見交換が行われまし
た。
　私は 35 年前、今野研究室の２回生で卒業研究の
一年間、今野学長にご指導頂きました。当時の今野
学長は今と変わらず日本酒がお好きで、温厚で親し
みやすい先生でした。ただあまり冗談が通じるタイ
プではなく何事にも真剣に答えてくるので、ちょっ
とした話が大袈裟な話しになった事も記憶しており
ます。
　また、今年度 28 年度は建築学科 50 周年記念の節
目の年です。青森県支部からもお祝いに駆けつけた
いと思っております。

　東北工業大学同窓生の皆様に置かれましては、
益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　本年は北海道科学大学（旧北海道工業大学）との
運動部の交流戦が札幌で開催されます。隔年で行わ
れるこの大会に合わせ、大学関係者の方々とサッポ
ロビール園で行う懇親会は恒例になっており、札幌
近郊に居住する方々の参加を得て、毎回、大学の近
況を報告いただいたり、学生時代の思い出話など、
楽しい一時を過ごさせていただいております。今年
は８月２３日に開催され、この工大人が発行される
時期には終了しておりますが、今年の新たな試みと
いたしまして、６月上旬に北海道内にお住いの同窓
生の皆様に『北海道支部だより No1』（618 名）を
郵送させていただき、北海道支部の存在を認識して
頂くとともに、隔年で行われている大学との懇親会
へのご出席をお願いしたところであります。10 月
に仙台で行われる同窓会総会において、大勢の参加
者があった報告が出来ることを期待しているところ
です。
　また、支部だよりのみでなく、情報の提供を『東
北工業大学ホームページ』や『東北工業大学フェー
スブック』を活用させていただくことをお知らせし、
広大な北海道支部内の同窓生の交流の活性化を図っ
ていきたいと考えているところです。
　また、『支部だより』については、パソコン等の
環境下にない方もいらっしゃいますので、毎年一回
は発行して行く予定であります。

1982年   土木工学科卒業（12回生・今野研究室）
現　  在　株式会社タケナカ

1974年  土木工学科卒業（4回生・大沼研究室）
1974年～2011年　札幌市役所勤務
2011年　３月退職

向井　務（むかい　つとむ）氏 山口　龍彦（やまぐち　たつひこ）氏

活 動 等 報部支 告

【青森支部】

平成28年度
青森県支部活動報告

【北海道支部】

『東北工業大学同窓会北海道
支部だより　No.1』の発行

写真は前回のサッポロビール園にて
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　平成 28 年６月５日（日）第 20 回東北工業大学同
窓会新潟県支部総会が新潟市内のホテルで開催され
ました。
　今回も、恒例としております後援会新潟県支部と
の同日開催とし、総会終了後には両支部合同の懇親
会を実施し本学の職員、保護者、ＯＢの情報交換の
場となりました。ご常連のほか、初めて参加される
会員の顔を数名見ることができ、出席者の減少が憂
慮されるなか、新たな風が吹いてきたように感じて
おり、これも日ごろの支部活動の賜物と自負してい
ます。
　新潟支部総会も 20 回を迎えることができ、今回
の総会で９月３日（土）の日程での記念祝賀会の開
催が承認されました。
　設立の精神に則り、更なる盛り上りを摸索しつつ
記念祝賀会を企画、準備に余念のない日々を送って
いる昨今です。　
　さて、この祝賀会の企画に当たり当支部及び本学
の沿革を時折の資料を辿り、式典のキーワードを模
索しつつ企画を練っておりました。その中で、今野
弘本学学長の入学式式辞の中に本学名誉教授吉田賢
抗先生が提唱する「いい人間をめざせ」という行が
目に入り工大人としての気概を今更ではあるが再認
識をしたところです。
　設立 20 周年を迎える記念祝賀会に、この「いい
人間をめざせ」の具現化目指し和・輪・環・を以っ
て盛大な集いとし、新たなネットワークの構築と更
なり母校の発展に繋がるよう期待いたし、支部活動
報告とします。

　活動状況のご報告をさせていただきます。
　岩手県は同窓生の集いとして父母後援会を招いて
大学主催で行っておりますが、北上支部は毎年 2 月
第三金曜日を同窓会の日と定め会を重ねておりま
す。
　建築学科、土木学科 1 回生から平成 20 年代の卒
業生まで学科を超え 20 数名程度ですが、楽しい交
流の場となって恒例化しております。地域の先輩に
地域の情報を気兼ねなく教えてい頂く意味では大変
よい場です。同窓会旗を作り、会の終わりに全員で
学歌を唱和しています。大学の同窓会からは秋元会
長をはじめ事務局からもお越し頂き大学の現況の報
告を受け、在学当時と今の大学の違いに驚いたりも
しております。
　先の大学創立 50 周年式典へ 9 名で参加させてい
ただきました。道中マイクロバスで移動となりまし
たが学生時代を思い出し楽しい同窓会旅行となりま
した。
　北上支部は今後も会を重ねるに当たり、お近くの
同窓生皆様の連絡をお待ちします。

1976年　土木工学科卒業（6回生・盛合研究室）
現　  在　学校法人 みのり学園
　　　　　認定こども園 長岡みのり幼稚園 1959年　宮城県刈田郡七ケ宿生まれ

1982年　建築学科卒業（13回生・阿部研究室）
現　  在　太陽住宅株式会社　代表取締役

動山　憲一（どうやま　けんいち）氏
佐藤　功（さとう　こう）氏

活 動 等 報部支 告

【新潟支部】

和（輪）（環）以て貴しとなす
【岩手支部北上地域】

同窓会活動報告

28.6.5 新潟支部支部総会
後援会合同懇親会

28.7.30 同窓会新潟支部
　　　　  20周年祝う会準備会
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　2015 年 11 月７日（土）、福島県内の土木・建築
同窓生 50 名に加え本部から秋元俊通会長はじめ役
員と事務局員計９名、ご来賓として渡邉浩文工学部
長・建築学科教授、石井敏建築学科長の２名、更に、
いわき出身国会議員・岩城光英法務大臣にもサプラ
イズ参加を賜わり総勢 60 名以上の「第４回福島県
同窓生の集い」が、いわきワシントンホテル椿山荘
にて開催することができました。
　秋元同窓会長はじめ岩城法務大臣、ご来賓の方々
には、多忙のなか参加を賜り、改めて、感謝と敬意
を表すると共に、同窓生の皆さんには、卒業以来の
交流の機会であった方もおり、終始和やかに懇親を
深められ楽しい一時を過ごされたことを嬉しく思う
次第です。
　さて、本市在住の同窓生は、東日本大震災及び原
発事故発生から５年以上が経過し、復旧・復興及び
原発廃炉関連企業や原発事故に伴う避難者等の住居
や施設確保の不動産の活発な動きの中、土木・建築
分野において直接・間接的に関わりを持ち活躍され
ている方も多く同窓生の集いが、本市で開催されま
したことは工大人として非常に意義深いものと考え
ます。
　また、本市に集った同窓生の皆さんにも、被災地
はじめ各地域の各界各層において、ご活躍されてい
ることと思いますが、これまで工大人が構築してき
たネットワークと英知を最大限に活用し、更に、地
域社会へ貢献されることを期待するものです。
　結びに、大学及び会員各位の益々のご隆盛とご健
勝をご祈念し、いわきで又の開催を楽しみにしてお
ります。

　教職課程部教授、故宇野量介先生が本学卒業教職
の会「高原会」を昭和 49 年に設立され、矢内論元
教授には、多面にわたりご指導をいただき、今日に
至っています。しばらく休止しておりましたが、東
北工業大学創立 50 周年を期に、同窓会職域支部会
に参加する事となりました。同窓会長と高原会５名
が発起人となり、６月 25 日（土）16 時から、昭和
44年度から平成27年度までの卒業生29名の出席で、
八木山キャンパス１号館３階教室を会場に設立総会
を開催しました。引き続き、学長をはじめ 14 名の
大学教職員の先生方・同窓会役員３名と会員の交流・
親睦を図るため、懇親会を持ちました。

1973年  建築学科卒業（4回生・藤田佐賀研究室）
現　  在　株式会社いわきティーワンビル
　　　　  代表取締役

佐藤　廣（さとう　ひろし）氏

【福島の集い】

第４回福島県東北工業大学
同窓生の集い

1969年　電子工学科卒（２回生・船田研究室）
現　  在　教職センター非常勤講師

鈴木　伸一（すずき　しんいち）氏

【職域支部】

宮城県内教職員
「高原会（たかはらかい）」
職域支部設立総会
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　平成 27 年 11 月 28 日 ( 土 ) 東京都千代田区霞が関
ビルにて「東北工業大学同窓会設立 30 周年記念講
演」並びに「第１回関東圏東北工業大学同窓生の集
い」が開催され、工大杜の会（土木工学科卒業生）
から西野、千坂が出席してきました。
　当日は、秋元会長をはじめ十数名の同窓会事務局
の方々と、電子 11 名、通信 5 名、建築 16 名、土
木 13 名、意匠 10 名の計 55 名の同窓生が、また、
来賓として大学から岩崎理事長他 10 名の教職員の
方々が出席されました。
　最初に、記念講演として岩崎理事長による『垂直
磁気記録とビックデータ時代』を拝聴しましたが、
日常普通に利用している１テラのハードディスクに
は、ひとつの図書館の蔵書全てと同じ文字情報が記
録出来るとのお話に、ハードディスクの基本開発に
貢献された岩崎理事長の偉業を再認識させられる時
間になりました。
　続いて開催された「第１回関東圏同窓生の集い」
では、参加者が、世代や学科枠を超えた楽しい雰囲
気の中で、盛んに意見交換や近況報告を行い、最後
に全員で大学歌を斉唱し盛況のうちに終了しまし
た。また、支部長には、遠藤道義（電子工学科 昭
和 45 年卒）様が選出されました。
　今回、関東圏同窓生の集いに参加して、職種も立
場も違えど、同じ大学の学士として社会で活躍して
いる沢山の方々に出会えたことは、とても糧になっ
たと感じてます。
　今後も関東圏の皆様の活動に期待しております。

１９８３年　土木工学科卒業（１３回生・舞石研究室）
現　  在　不二ボーリング工業株式会社　勤務
　　　　  工大杜の会　幹事長

西野　博貴（にしの　ひろき）氏

【東京の集い】

第１回関東圏東北工業大学
同窓生の集い
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　工大を卒業後、セキュリティー機器製造会社に勤
務後、高校の教員生活を送ってきました。
　製造会社では、製品・製造をとおして、ものづく
りの楽しさ・変化・達成感を子どもたちに伝えたい
と思いました。教員生活の中で、ものづくりの楽し
さ、特に、ものづくりには製造と直結したものがあ
り、創意・工夫そして技能・技術の向上の必要性を
感じ、どのように支援や連携すべきかを図ってきま
した。また、企業・大学等との連携では、インター
ンシップ・出前授業やオープンキャンパス等をとお
して、仕事の経験・内容や専門教科の深さを学ぶこ
とにより即社会に役立つ人材の育成に努めてきまし
た。
　ものづくりの特性は、ものを単なる物質としてで
はなく擬人化や物神化して命あるかのように扱うと
ころにあり、人間の精神や心に深く関わる部分を大
切にすることです。高校においては、培われた知識・
技能を活かし合理的かつ自発的に処理をおこない倫
理観をもって判断できる実践的な心構え、思考態度
を育てることが重視されています。
　近年、高校と大学の連携が盛んですが、ものづく
りは得意だが、基礎学力不足で理論は苦手というこ
とがないよう、高校ではしっかりと技能・技術を身
につけ、大学ではものづくりのスキルを十分学び、
車の両輪になれる技術者の育成を期待したいです。
そして、自分の技を人に伝えて、人を育てる能力及
びことばで伝えるコミュニケーション能力も求めら
れることと思います。
　今後の技術者に求められることは、問題を解決す
る能力と発見する能力いわゆるＰＤＣＡサイクルを
あらかじめ実習などをとおして十分学んで身につ
け、さらに自分なりの感性をものづくりに活かし磨
くことで自分や他人を感動させられるものづくりに
つなげられるよう努めてほしいものです。

　私は剣道部に所属していた。大学なのに掛り稽古
ばかりした。柔道部・アメフト部・バスケ部の幹部
と学科の垣根を超え、高田先生・榎本先生・高橋先
生によくかわいがって頂いた。勉強はあまりしな
かったがもっとしておけばよかったと思う。（勉強
しても得られないものをたくさん会得したので良し
とするが。）
　ラスト１年は外門研究室に在籍させて頂いた。研
究室は日々実験であったから日中の殆どを研究室で
過ごした。個性的な顔ぶればかりの熱い雰囲気で、
何かというと酒をよく飲んだ。皆一人前のつもり
だった。東北総体が終わってからの就職活動。バブ
ルだったので殆ど終了していた。電話で拝み倒して
弊社のラスト試験に行った。そこで学生への対応の
悪さに騒動を起こし、あきらめて帰って来たが、物
好きが居たのであろう、合格し現在入社 23 年を迎
えた。入社後５年間は在来鉄道駅の地下化工事に従
事。東急線複々線化の大現場だった。工事の節目に
何度も感動があり、仲間と泪を流した。無我夢中で
気が付いたら、地下鉄新駅築造・在来線耐震補強・
廃棄物処分場築造・トンネル工事と渡り歩いていた。
北海道新幹線のトンネルを最後に内勤となり、現設
計部署となった。現場人で入社し設計職となり、賞
も幾つか頂いた。しかし人生は色々だ。学生時代、
私には最高の仲間がいた。もういらないと思ってい
たが社会人になり、現場でも内勤でもどん底の時に
は必ずその時々の「友」ではなく、｢仲間｣ に助け
られている。地図になった過去私が従事した各現場
は、すべて濃密な思い出が詰まった場所だ。子ども
がもう少し解る様になったら一箇所ずつ連れて回り
たい。もっと時が経ち，老人になったら , 今度は設
計した土木施設や構造物を妻と回りたいなと思う。
やはり土木は土木，男のロマンなのである。これを
書いていて、そろそろ工大で飲まないかとあの頃の
｢仲間｣ に連絡したくなった。やはり私の原点はあ
の八木山にあるのだから。

古川工業高校 校長

1982年　通信工学科卒（15回生　佐伯・大工研究室）
民間企業→米谷工業高校→黒川高校→スポーツ振興課→白石工業高校→県第二工業高校 教
頭→古川工業高校 教頭→県工業高校 教頭→平成28年４月より　古川工業高校 校長

萩野　元彦（はぎの　もとひこ）氏

「ものづくり・ひと
づくり」の大切さ

工 大 人活躍する

東急建設株式会社　土木本部　土木技術設計部設計グループ第２チームリーダー

1968年3月12日京都生
1993年　土木工学科卒業（23回生・外門研究室）

有田　剛（ありた　つよし）氏

私の原点は
八木山に！

工 大 人活躍する

「高校生ものづくりコンテスト」の電子回路組立部門に取り組んでいる生徒
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　私は現在、七十七銀行の窓口相談係として新規口
座開設や相続、資産運用等様々な仕事をしていま
す。また、地元の金融機関として地域のお祭りなど
様々な活動にも参加しています。窓口はそのまま銀
行のイメージに直結するため責任が重大ですが、そ
こがやりがいでもあります。就職して１年以上経ち
ましたが、初めは同期や先輩に優秀な人が多く、上
司が求めるスキルの高さにとても不安でいっぱいで
した。そんな中で私は明るい挨拶やお客様目線の応
対など私にもできる簡単なことを徹底して行いまし
た。その結果、少しずつではありますが私を頼って
来店されるお客様が増え、上司からも支店の雰囲気
が明るくなったと評価されるようになりました。よ
うやく自分の仕事のスタイルが確立できてきたよう
な気がします。
　そして今、窓口でお客様と向き合うなかで、大学
での学びが大きく役立っています。私はコミュニ
ケーションコースを履修して海外語学研修にも参加
し、対話と表現の技術を勉強しました。お客様のお
困りごとや要望を引き出すために、徹底してお客様
のお話しに耳を傾けています。最近は、新しい金融・
経済政策が打ち出されるたびに、問い合わせも増え
るのでしっかり把握し説明しなければなりません。
私は金融・経済を専門に学んできたわけではないの
で人一倍の努力が必要です。その為にも毎日経済新
聞に目を通したり、資格取得に励んでいます。
　在校生の皆様はぜひこれから先、自分らしさをな
くさずに過ごしてください。社会に出ると必ず大き
な壁にぶつかり、不安でいっぱいになります。ただ
何か１つでも自分に出来ることを見つけ、努力する
ことで誰かが見てくれています。時間がかかっても
必ず結果につながります。そして大学生活は私の人
生で一番楽しい時間でした。今しかできないことに
たくさんチャレンジしてください。

　「人生嬉しいこと半分、辛いこと半分。人が幸せに見
えるのは、その人が真に幸せになろうと努力している
からである。」この言葉は私にとって大切な言葉の一つ
となっています。卒業してから戸建て住宅の現場監督、
大工、そして現在、宮城県の高校の非常勤講師をしな
がら、東北工業大学の大学院へ戻ってまいりました。
私は社会経験をしてから大学院へ進みたいと学部時代
から思っておりました。なぜなら、様々な視点から物
事を見て感じ、知識を生きていくための知恵へとした
いと考えたからです。これらを考えるに至ったのは知
識だけではなく、本当の意味で生徒に生きるための知
恵を教えてあげられるような教員になることが私の目
標だからです。そのためには、人生において嬉しいこ
と辛いこと様々な経験をし、生徒の人生の幸せに役立
つようなことを教えていきたいと思っています。生徒
との関わりは、私に様々な刺激を与えてくれます。自
分が授業等で教えているようで、様々な場面で生徒か
ら教わることがとても多いと日々感じております。生
徒は未来への希望です。彼らが日本や世界をよりよく
導いてくれる可能性を持った希望なのです。私たち大
人は彼らに何を伝え、何を教え、そしてどのようなこ
とを考えさせ、感じさせるのか。教育とは、大人が一
方的に物事を教えるものではありません。子供たちが
我々の意見を聞いて何を考えるのか、また何を心に残
すのか。それを共有しながら物事に対して一緒に考え
ることが教育には必要なのです。若輩ものの私ではま
だまだこのようなことは上手くできませんが、本当の
教育者となれるよう今後も邁進していきたいと考えて
おります。最後に、始めに述べた文章は私が初めて生
徒に送った言葉です。この言葉を聞いて生徒はどのよ
うなことを考え、感じてくれたと思いますか。子供た
ちには大人にはない可能性が本当に隠されているもの
ですね。

大学の学びが
私の仕事のスタイルに

工 大 人活躍する

東北工業大学ライフデザイン学研究科デザイン工学専攻

株式会社七十七銀行　窓口相談
1990年10月21日生
2013年3月　安全安心生活デザイン学科（2回生・石川研究室）
2013年4月　株式会社アーネストワン
2014年4月　大工業
2016年1月　宮城県立聴覚支援学校　常勤講師
2016年4月　宮城県立聴覚支援学校　非常勤講師
2016年4月　東北工業大学　ライフデザイン学研究科　デザイン工学専攻　生活デザイン科学分野〔博士（前期）課程〕

1992年　８月３日生
2015年　経営コミュニケーション学科卒業
　　　　 （４回生　宮曽根研究室）

佐藤　諒（さとう　りょう）氏

千田　あかり（ちだ　あかり）氏

真の教育とは
工 大 人活躍する
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　本年、建築学科は 50 周年を迎えました。1966

年に１回生の入学、1970 年に最初の卒業生を輩

出し、以来 7,600 名超が本学科を卒業しました。

建築学科ではこの 50 年間、社会の発展や時代

のニーズに応えながら教育・研究・社会貢献の

諸活動を行ってきました。これも一重に皆様の

社会でのご活躍と学科に対するご支援あっての

ことと思っております。この記念すべき節目の

　今年度は、本学の創立から歴史を刻んできた

知能エレクトロニクス学科（旧電子工学科）と

情報通信工学科（旧通信工学科）から 50 回目

となる卒業生が誕生します。また、知能エレク

トロニクス学科は、来年度から電気電子工学科

に改名する予定です。この節目を迎えるにあた

り、両学科を支えてくださった旧教職員、現職

教職員と同窓生が集う記念講演会と懇親会を企

　土木工学科と工業意匠学科は来年 50 周年（創

設 1967 年）を迎えます。

　土木工学科は、2003 年に建設システム学科、

2011 年には都市マネジメント学科に名称変更を

しております。

　工業意匠学科は、2003 年にデザイン工学科、

2008 年には工学部デザイン工学科から、ライフ

デザイン学部クリエイティブデザイン学科、安

全安心生活デザイン学科、経営コミュニケー

時を皆様とお祝いすべく「工大建築学科卒業生

の集い」を開催する運びとなりました。来る 10

月８日（土）、メトロポリタンホテル仙台にて

開催です。詳細とお申し込みは建築学科ホーム

ページでご確認ください。直前まで申込みも受

け付けます。懐かしい先生方、同期、そして研

究室の仲間との再会の場としてください。

画しました。懐かしい方々との再会は、在学当

時の情熱と友人と育んだ豊かな記憶を思い起こ

させる機会になると思われます。是非、身近に

いる OB、OG をお誘いの上、多数のご参加をお

待ちしております。

日時：11 月 12 日（土）16：00 ～ 17：00

場所：仙台国際ホテル

ション学科を増設しております。

　両学科ともに、土木工学科や工業意匠学科か

ら改名し現在に至っておりますが、創設から 50

回目となる同窓生や、これまで尽力された教職

員の皆様と集う、記念事業を検討しております。

それぞれの学科から来年にご案内をしますの

で、是非ご参加いただきますようお願いいたし

ます。

● ● ● インフォメーション ● ● ●

建築 50 周年

電通 50 周年

来年度土木工学科・工業意匠学科が 50 周年事業を予定！
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　同窓会では 5 年ごとに発行しております「同窓会
名簿改訂版」を平成 29 年７月に発行することにな
りました。いまだ約 10,800 名の会員が宛先未確認者
となっており、会からお送りしている「工大人」や
その他お知らせが届いておりません。
　今回は同窓会名簿を発行するにあたり、会員皆様
の個人データの確認と宛先未確認者への調査も行わ
れます。是非、その際にお知り合いの方がいた場合
は情報を教えていだだきますようよろしくお願い申
し上げます。なお、寄せられた情報については改め
てご本人様に封書をお送りし確認致します。

今回の「同窓会名簿改訂版」は下記の内容となりま
す。
○サイズ／ B5　○ページ数（予定）／ 684 頁　
○索引付き／人名索引（旧姓も引ける 50 音順）、
　勤務先別索引

＊勤務先別索引は「同窓会名簿改訂版調査ハガキ」
の返信があった方のみ掲載する方向で考えており
ます。しかし、返信数が少ない場合は勤務先別索
引の掲載を取りやめることもありますのでご了承
ください。
○価格／ 5,000 円
　（消費税・送料込み。但し入金する際の手数料は

別途）
○一般広告／ 1/4 頁 21,600 円　1/2 頁 32,400 円
　全 1 頁 54,000 円　特別頁 108,000 円
　（消費税込み。名簿は無料進呈となります。）　
○賛助広告／氏名と卒年学科のみの掲載 1 口 10,000

円（消費税込み。名簿は無料進呈となります。）

　昨年の 11 月に同窓会ホームページがリニュアー
ルされました。閲覧した方がわかりやすい体裁とし
新たに会員登録フォームを設けいつでも会員の皆様
が登録しやすい環境に整備しました。是非、ご活用
いただければ幸いです。

　　　　　　  も開設しました。

●　「同窓会名簿改訂版」発行について　●

同窓会ホームページからの会員登録のお知らせ

同窓会ホームページトップ画面上の、
【お問い合わせ】をクリック。

問い合わせフォーム入力の上、送信してください。

連絡事項の内容を選択できます。
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会員各位 

 

東北工業大学同窓会は株式会社廣済堂へ個人情報に関わる名簿制作ならびに調査業務・

発送業務を委託いたしております。 
東北工業大学同窓会 

会長 秋元 俊通 

 
株式会社廣済堂の受託業務としての個人情報の取扱いについて 

 
●いただいた個人情報は、以下の目的で使用いたします。 

 ・同窓会会員名簿への掲載 

 ・学校ならびに同窓会からの通信文書および名簿の発送 

 ・同窓会が本来目的により活動する場合、必要と思われる作業を進行する際など合法的な目的のた

めに活用する場合 

●ご提供いただいた個人情報については、株式会社廣済堂データベース課(以下弊社)が責任を持って

管理いたします。 

●弊社は、ご提供いただいた個人情報を正確に処理するように努めます。 

●弊社は、当社が信頼に足ると判断した外部の企業に、弊社の責任において個人情報のデータ処理な

らびに発送作業を委託することがあります。 

●弊社は、名簿ならびに円滑なる同窓会活動を行うために、氏名、住所、電話番号、勤務先名、勤務

先電話番号など、同窓会において必要とされる情報を調査いたします。必ずしもすべての調査活動

にお応えいただく必要はありませんが、郵送等による返信が無い場合、お送りした確認内容で変更

は無いものとして名簿に掲載し、引き続きその登録先に郵送物等を送らせていただくことがありま

す。 

●ご提供頂いた内容は、本人の承諾なしに学校・同窓会関係者以外の第三者に開示することはありま

せん。 

 ただし、以下のような場合は、例外として情報を開示できるものといたします。 

・法令の規定による場合 

・ご本人ならびに公衆の生命、健康、財産等の重大な利益を保護するために必要な場合 

●個人情報は、原則として本人にかぎり、開示・訂正・削除を求めることができます。 

 具体的な方法については、下記お問い合わせ先までご連絡下さい。 

 
【お問い合わせ先】（同窓会会員名簿および会員データについて） 

株式会社廣済堂 

データベース課 お客様相談センター 受付担当（個人情報保護管理者代理人） 

 Tel ０１２０－０５８－６５１（受付時間 平日 10:00～17:00 ／土日祝は休み） 
 
【会員登録データご記入のお願い】 
○データの訂正は赤ペンでご記入下さい。 
 訂正箇所や書き間違いがある際は、修正液等で訂正しないようにお願いいたします。 
○名簿購入・データの訂正の有無にかかわらず返信下さい。尚、返信が無い場合には、そのデータで

名簿に掲載されますのでご了承下さい。 
○勤務先名は自営の方は自営とご記入のうえ、社名・店名をご記入ください。 
○現在学生の方は親元の住所をご記入下さい。勤務先に現在通学の学校名を書く時は（在）とお書き

添え下さい。 
○ご本人が不在の場合はご家族の方が本人に了解を得た上でご記入・ご返信下さい。 
○ご本人が逝去されている場合は、ご家族の方が登録データ面の余白にその旨をご記入の上、ご返信

をお願いいたします。 
○上記の個人情報取扱いについてご同意いただいた上で、ご記入ください。 
 

個　人　情　報



<同窓会からのお知らせ>

卒業した皆様へ

【総会議題】
<１>平成27年度事業報告　<２>平成27年度決算報告　<３>平成27年度監査報告
<４>平成28年度事業計画　<５>平成28年度予算案　　<６>その他

　同窓会会費は会員間のネットワーク化事業、在学生への支援、支部活動の推進、本学および本学後援会と
の共同事業等を進めるために有効に活用しています。同窓会会費未納の方は、別紙郵便振替通知書で、早急
に納入いただきますようお願い申し上げます。

【学校見学会・定時総会・懇親会】
開催日時　平成28年10月 29日（土）
会　　場　仙台国際ホテル
　　　　　（仙台市青葉区中央4-6-1　022-268-1111㈹）

■定時総会　　16：30～ 17：30　3F　桜の間
■懇 親 会　　17：30～ 19：30　4F　広瀬の間

懇親会参加費：3,000円
※参加費は当日会場にて徴収いたします。
懇親会には多くの先生方もご臨席されます。同級生、研究室やクラブの
同窓生等、お誘い合わせの上ご参加ください。

●終身会費　20,000 円
 （5,000 円×４回・10,000 円×２回の分割納入方法もございます）

●郵便振替口座
　02280-5-22263　東北工業大学同窓会
※すでに納入済の会員には、郵便振替通知書は同封しておりません。
　本会運営の趣旨をご理解の上、この通知をご御容赦ください。

東北工業大学同窓会　第32回定時総会・懇親会のお知らせ

東北工業大学同窓会　会費未納の方へ「会費納入のお願い」

発　行：東北工業大学同窓会
事務局：東北工業大学キャリアサポート課内
　　　　〒982-8577　仙台市太白区八木山香澄町35-1
　　　　TEL.022-305-3336　 FAX.022-305-3337    
　　　　URL.koudai-dousoukai.net

■学校見学会　14：30～15：30　八木山・長町キャンパスをご案内します。
・仙台市営地下鉄東西線で仙台駅より八木山動物公園駅まで来ていただき八木山動物公園駅から大学までは
　八木山シャトルで送迎いたします。八木山シャトルは右記の乗降場を14：00に出発します。
＊ご希望の方は下記宛に事前申込が必要となります。10月25日（火）までに電話  
　か FAXにてお知らせください。
事務局：東北工業大学キャリアサポート課内
　　　　TEL０２２－３０５－３３３６　FAX０２２－３０５－３３３７

（14：00出発）


